
理工系分野における女性の活躍促進事業 【和歌山県】

〇本県では、管理職に占める女性割合を産業別にみると、特に「電
気・ガス・熱供給・水道業」「建設業」「製造業」等の理工系分野が
１割前後と低い状況である。

〇活力ある社会の実現のためには、女性が様々な分野に進出し、多
様な視点や発想が加わることが重要であるので、特に女性進出の低
い理工系分野を身近に感じてもらう取組が必要である。

地域の実情と課題

〇女性活躍企業同盟
【アドバイザー】県商工会議所連合会、県商工会連合会、県経営者

協会、和歌山イコール会議、連合和歌山女性委員会

連携団体

○理工系企業見学バスツアーを広く広報することで、参加を募り、参加
した女子中高生の意識啓発及び進路選択の拡大を目指す。

○理工系企業での取り組みを知ってもらうことも大事だが、前段階の理
工系分野への進学も重要であるため、県内大学と連携し、ツアーに
大学見学を組み込むことが効果的であると考える。

今後の課題

○当日は中高生29人及びその保護者8人がバスツアーに参加。
事後アンケートでは、「理工系分野に興味・関心を持てた」・「今後の
進路選択に生かせると感じた」の設問で、全員が５段階評価中、評
価4以上を選択。当バスツアーを通じて理工系分野への興味関心を
高めることができた。

事業の効果

目的：理工系企業の女性技術者・研究者や女子大学生などのロー
ルモデルと交流し、かつ工場見学したり実験を体験できるイベン
トを開催することによって理工系分野を身近に感じてもらい、人
生の選択の幅を広げてもらう。

目標：バスツアー参加者数 50名

目的・目標

○理工系企業で活躍する女性技術者・研究者から、進路選択や職
業選択に至るまでのポイントを直接聞くとともに、実演や質疑応答な
どを通じて理工系分野を身近に感じてもらえるようなバスツアーを実
施した。

事業の特徴

個別事業費 １１３ 千円

交付金額 ５６ 千円

事業番号 ④



事業の概要

概 要：現状、理工系分野に進路を選択される女性が少ないため、
企業の見学や現役職員の話を聞くことにより、理工系分野に
興味・関心を持ってもらえるよう主に女子中高生を対象とした
バスツアーを開催

対象者：和歌山県在住の中高生及び同伴の保護者

訪問企業：ノーリツプレシジョン株式会社、
三菱電機株式会社冷熱システム製作所

参加者数：37人 参加割合：中学1年生2人、中学2年生5人、中学3年生3人
高校1年生16人、高校2年生2人、高校3年生1人、保護者8人

実施概要

・こんな機会めったにないのでとても良い経験になった。
女の子でも理工系で働いていることを知った。（中学生）

・今までは文系かなと思いつつどちらにしようか悩んでいたの
でいい判断材料になった。今回の経験を元に将来について
考えたい。（高校生）

・実際に理系女子の方と話せたのがとても良かった。このよう
な機会じゃないと見られない、知り得ないことまで吸収出来
て有益なものでした。（高校生）

参加者からの意見・感想

3.2%

ツアーの様子

【参加割合(中高生)】


